
次期事業用自動車総合安全プランの目標設定について

目標値設定の考え方

◎プラン２００９における減少率を２年延長
事故件数 ： １０年間で ２６，３０５件減
死者数 ： １０年間で ２６３人減

◎直近４年（平成２４年～平成２８年）の減少率のまま減少すると仮定
事故件数 ： ４年間で １２，０１０件減
死者数 ： ４年間で １０３人減

平成３２年の目標値は ２４，７３９ 件

平成３２年の予測値は ２１，３２６ 件

平成３２年の目標値は １９７ 人

平成３２年の予測値は ２６０ 人

事故件数の目標値・予測値 死者数の目標値・予測値

例（１） 事故件数、死者数の目標値設定について、
プラン２００９における減少率を延長し、設定する場合
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例（２） 死者数、死傷者数の目標値設定について、
交通安全基本計画の目標と同等の削減率から設定する場合

◎交通安全基本計画の目標と同じ削減率を目標とする
死者数 ： 平成２７年４，１１７人を平成３２年２，５００人 → ５年で３９．３％減
死傷者数 ： 平成２７年６７０，１４０人を平成３２年５００，０００人 → ５年で２５．４％減

◎直近４年（平成２４年～平成２８年）の減少率のまま減少すると仮定
死者数 ： ４年間で １０３人減
死傷者数 ： ４年間で １４，７９３件減

事故件数の目標値・予測値死者数の目標値・予測値

平成３２年の目標値は ２４４ 人

平成３２年の予測値は ２６０ 人

死傷者数の目標値・予測値

平成３２年の目標値は ３４，１２０ 人

平成３２年の予測値は ２６，９１２ 人
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例（３） 死者数、死傷者数の目標値設定について、交通安全基本計画の目標に対し、
過去の事業用比率の低い年と同等の比率を当てはめ設定する場合

事故件数の目標値・予測値
死者数の事業用比率の推移

平成３２年の目標値は ２２６ 人

平成３２年の予測値は ２６０ 人

死傷者数の事業用比率の推移

平成３２年の目標値は ３３，５００ 人

平成３２年の予測値は ２６，９１２ 人

◎過去（事故発生件数が減少に転じる平成１２年以降）における、全体の死者数・死傷者数に対する事業用比率の最小値
→ 死者数 ９．０７％ （平成１３年） 死傷者数 ６．７０％ （平成２８年）

死者数の目標値・予測値 死傷者数の目標値・予測値
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